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パソコンは本当に速いのか？
　本センターニュースの 5 月号で三浦さんが紹介

されているように，ギガビットを基幹とした宇宙

研の計算機ネットワークの高速化が実現します．

いや，この記事が出る頃にはすでに実現している

でしょう．研究上大容量のデータ転送が不可欠な

方やネットワーク速度にいらいらしたことのある

方にはかなりの朗報だと思います． 133.74.27 系統

などを利用されている方などは移行にはIPアドレ

ス変更が必要ですが，これを機会にこの基幹 LAN

に移られることをお奨めします．VLAN（物理的に

別のネットワーク系統の一連のコンピュータを 1

つのサブネットグループとして認識させる）も組

めるようですし，面倒さ以上にメリットがあると

思います．

　さて，PLAIN センターニュースではここ数回衛

星データ関連の話題が多かったので，ちょっと休

憩して一般的な計算機の話題を取り上げてみま

しょう．宇宙研には，スーパーコンピュータ，スカ

ラー高速演算サーバー，画像処理サーバーなど多

種多様のコンピュータがあります．また個々の研

究室では多数のパソコンを，私のところのように

コンピュータ負荷の高い仕事をされている研究室

ではワークステーションなども利用されているで

しょう．ご存じの方も多いかもしれませんが，世

界で最初の汎用スーパーコンピュータは CRAY-1

という製品です． 70年代終わり，およそ 25 年前く

らいに作られました．日本では 80 年代のはじめか

ら半ばにかけて，日立，富士通，NEC などから優

れた国産汎用スーパーコンピュータが開発されて

います．これらのスーパーコンピュータはどの位

の速さだったと思われますか？今みなさんが使っ

ているパソコンに比べてどうなのでしょうか．私

は持ち歩き用に 1.3 Kg のソニー VAIO Note 505 SR

（Pentium III  700 MHz）を使っていますが，実はこ

のノートパソコン程度でも CRAY-1 の 3 倍程度の

実演算性能を発揮します＊．私たちは 20 年余りを

かけて，デスクトップスーパーコンピュータはも

とよりモバイルスーパーコンピュータを手に入れ

たと言っていいでしょう．宇宙研が相模原に移転

した 10 数年前に宇宙研がレンタル所有していた

スーパーコンピュータは富士通 VP200 といいます．

この VP200 は優れた製品で，当時かなり速いコン

ピュータでしたが，今で言うとこの VAIO Note よ

りちょっと速い程度です．最近ではインテルパソ

コンの Pentium 4 プロセッサが出回っていてクロッ

クは 1.5  GHz から 2 GHz に届こうとしています．

インターネットなどで確認すると 20-40 万程度で

買えますが，これらはすでに VP200 よりも高い性

能を示します＊．ちなみに買い取り価格で言うと

VP200 の値段はざっとした数字で当時数億から 10

億円程度だったと思います．これが 20万円ですか

ら最近コンピュータメーカーが儲からないのもよ

くわかります（冗談です）．

　コンピュータの性能は毎年倍々くらいで向上

（半導体自身については 18ヶ月と言われている）し

ています．つまり 10 年先には今よりさらに 1000

倍程度速いコンピュータが使えるようになります．

2 年半後リプレース予定の宇宙研のスーパーコン

ピュータ VPP800/12 は総合性能で現在のパソコン

の数十倍から 100 倍位の性能です．インテルが潰

れなければ（？）同じくらいの性能のコンピュー

タは 5-6 年後くらい後には私たちの机の上にある

ことになります．

　もちろんその頃にはスーパーコンピュータ自身

も更に進化しています．天体物理系のシミュレー

ションや宇宙輸送に関わる数値シミュレーション

も，より詳細でより正確なデータを期待すること

になりますし，衛星データの処理量も爆発的に増

えていきますから，宇宙研でもその頃はさらに高

性能のコンピュータが利用されていることと思い

ます．

　ここ数年，スーパーコンピュータの仕組みは大

きく変わりつつあります．ベクトル型の計算機か

ら SMP と呼ばれるメモリー共有型の高速スカラー

計算機，さらに最近では PC クラスターというパソ

コンを複数並べてネットワーク接続して利用する

安価なコンピュータシステムが流行の兆しを見せ

ています．実際に私たちの分野では Pentium プロ

セッサを 10 数台並べるとスーパーコンピュータの

1 プロセッサ位の性能が出るといった報告もあり
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大型計算機に関するお知らせ

※1  VPP800/12は、システム変更作業のため 9 月17日（月）の定期保守をはさんで上図の通り運用停止

させていただきます。

※ 2  AlphaServer はイニシエータクローズは特に行いませんので、利用者の判断で入力してください。

・大型計算機利用上の質問・トラブルなどは高橋氏・梶沼氏（内線8391）、ネットワーク関係の質問・トラ

ブルなどは神林氏・杉井氏（内線 8393）までお願いします。　　　　　　　　　　　   　　（三浦　昭）
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　大型計算機の9月・10月の保守作業の予定

M:システム
メンテナンス

一 般 公 開 報 告
　去る8月25日（土）、宇宙科学研究所の一般公開

が行われました。PLAIN センターでは、構造機能

棟の２階にパソコンを１０台運び込み、インター

ネット体験コーナーを開設しました。今年は、例

年行っているクイズに加え、新たにインターネッ

トを用いた画像配信の例を、２つ紹介しました。

１つは、宇宙研に導入されたばかりの TV 会議シ

ステムを用いたものです。部屋のそれぞれの端に、

CCD カメラをセットしたパソコンを置き、TV 会

議システムのサーバーを介して相互の映像を見え

るようにしました。もう１つは、A 棟の入札室で

行っていたミニミニ宇宙学校の様子をデジタルビ

デオで撮影し、ストリーミング配信により、構造

機能棟の２階のパソコンの web ブラウザから見え

るようにしました。これらの新企画はおおむね好

評であった反面、工夫すればもっともっと興味を

持っていただける内容にできる余地はあるので、

来年を御期待下さい。　　　　　　　（渡辺　学）

ます．宇宙3機関統合という話も出ていますが，今

後の宇宙科学にとって有用なコンピュータはどの

ようなものかをみなで議論しながら選択していく

必要があります．

　一方で，ソフトウェアの中身やその仕組みなど

も変化の兆しを見せています．国内のスーパーコ

ンピュータを高速ネットワークで結び，それらを

協調させて巨大計算や効率的なデータ処理を行お

うという計画が旧文部省のスーパー SINET 構想に

も，旧科学技術庁が進めていた ITBL (IT-based

laboratory) 構想にもあります．他方，机の上でふ

だん使っているパソコンなどは必ずしもいつも負

荷がかかっているわけではありません．世界中に

多数あるネットワーク上で見えるパソコンの空い

ている時間をかき集めて巨大なデータ処理を行お

うとする壮大な計画もすでに試みられています．

　今回はコンピュータの最近の事情についてお話

しました．私自身はコンピュータの専門家ではな

く利用する立場です．したがって，記述に不正確な

部分があるかもしれませんし，限られた字数で説

明不十分な点があるかもしれません．その点はご

容赦ください．

＊このデータは実際に私たちが使っている流体の数

値シミュレーションプログラムを利用して実測し

た結果で，スーパーコンピュータ向きにプログラ

ミングされたものです．
（藤井　孝藏）


